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サラワク産レッド メランチ類木材および

カンボジア産材の丸ノコによる被削性試験

青 山 経雄日〉

工まえがき

本試験は現在木材部において実施されている南洋材の性質に関する試験の一部として計画されたもので

ある。木材のノコによる被削性としては，丸ノコによる方法と帯ノコによる方法とが考えられるが，今回

は試験の実行が容易な丸ノコによって各樹種の被削性を検討することにした。丸ノコによる試験結果によ

って，ある程度帯ノコによる被削性も類推できる。この丸ノコによる被削性試験方法につし、ても，現在特

に標準的な方法が確立しているわけではなしまたその被削性も， 1 つの測定項目だけでは表現すること

はできない。すなわち，樹種の材質としての被削性を示す指標としては，切削抵抗，ひき材面の状態，ノ

コ歯に対する摩耗性などがあげられよう。ひるがえってこの試験の目的とするところは，現在または近い

将来，木材工業において使用される南洋材について実践的なデータをうるという点にあり，時間的にもな

るべく早く資料を提供することが要望されている。以上の点から，本試験では丸ノコによる被削性につい

て，各樹種の切削抵抗と，ノコ歯に対する摩耗性の 2 種の項目をとりあげた。また，その試験方法も十分

なものとは考えていないが，とりあえず，現在ある設備を利用して，できるだけ実際的で簡便な方法をと

るようにしたが，この結果が多少とも実用上の参考資料となれば幸いである。なおこの試験について，上

村 武木材部長をはじめ寺沢 真加工科長，鈴木寧製材研究室長ならびに製材研究室の方々のご指導，

ご協力をいただし、たので、厚く感謝の意を表する。

E 供試材料および試験方法

2.1 供試材料

試験に供した材料はサラワク産レッド メランチ 3 個体とカンボジア産材 8種類で，また比較のため国

産材スギ，アカマツ，ミズナラ，イスノキの 4 種，南洋材のマンガシノロ 1 種を試験した。これらの試験材

のうち，南洋産材についてはその原木番号は Table 1 のようで，その形質は他の報告1)2)を参照されたい。

試験片は Fig.1 のように板目木取りとし，採材位置はなるべく原木の中心と外周とのほぼ中央からとるよ

うにした。同一種類の試験は同じひき板，すなわち同一繊維方向上からとるようにした。ただし，摩耗試験

はその試験の性質上，材料を多量に必要とするので，ひき板が変わる場合もあった。寸法は，厚さすなわ

ち挽幅は 30mm，幅は 200~300mm，長きは切削抵抗試験では約 250mm，摩耗試験の場合は 500mm

(1) 木材部加工科製材研究室
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Table 1. 供試材原木番号

Mark of test log. 

樹 種 尿示蚕辱
Species Mark of log 

Red meranti 1A 

dシ 1B 

イシ 1C 

Chhoeuteal bangkuoi lIA-4 

Chhoeuteal sar E③ー5

Komnhan lIB-10 

Phdiek lIC-2 

Ro yong lID-l 

Koki khsach IIE-l 

Srol kraham lIF-l 

Rong leang IIG-l 

Fig. 1 試験片の寸法

Test piece. 

であった。ひき板表面と年輪とのなす角度 (0) は 20。

以内とし，また繊維方向と板の表面とのなす角度仇

ω(Fig. 1) はそれぞれ50以内になるようにした。試験

材はいずれも気戟状態としたが，その切削時の含水率

と材料の気乾容積重は Table 2, 3 のようである。こ

のうちイスノキはやや含水率が高かった。レッド メ

ランチ IA の摩耗試験は材料の量が少なかったので試

験を行なうことができなかった。なお，気乾容積重

と含水率の測定は，ひき材によって生ずるストリップ

について行ない，切削抵抗試験では 5 枚ごとに 1 枚ず

つ，ノコ歯摩耗試験では切削抵抗を測定したストリッ

プについて求めた。

2.2 試験方法

2.2.1 供試ノコ

試験に使用した丸ノコは切削抵抗試験には超硬チッ

Table 2. 

Apparent 

現地名 名

Commercial name 

-. 
寸ー

Botanical name 

Shoγea sp. レッドメランチ
Red meranti 

ク

ク

チュテーノレパンコイ
Chhoeuteal bangkuoi 

チュテーノレサーノレ
Chhoeuteal sar 

コムニヤン

Komnhan 

プジック
Phdiek 

ロョ γ

Ro yong 

コキークサイ
Koki khsach 

スロールクラハム

Srol kr油am

ロンリアン

Rong le姐g

ク

タ

Dipterocaゆus
insulaγis 

Di pterocarpus 
alatus 

Shorea hypochra 

Anisoptera glabra 

Parkia streptocaγ'þa 

Hopea ρierrei 

Dacrydiu刑 elatu刑

Tristania sp. 

(NoteJ 九: Apparent specific gravity 

u: Moisture content at test. 

Table 3. 供試材料

Apparent specific gravity, mea且

樹種名 学 名

Commercial name Botanical name 

Sugi Cγypt併neria japonica 
スギ

アカマツ
Akamatsu 

ミズナラ
Mizunara 

イスノキ
Isunoki 

マンガシノロ
Manggasinoro 

Pinus densiflora 

Queγcus 宵凶叫golicα

Distylium racemosum 

Shorea phillipinensis 

(NoteJ am: Mean width of 阻nual

ホ:試験時の容積重を示す。

They are apparent specific 
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供試材料の気乾容積重と試験時含水率(南洋材〉

specif� gravity and moisture content of test piece (Tropical woods). 

切 Cu削tt 抵抗試験
ing forc巴 test

ノコ o歯th 摩耗試験
Saw tooth blunting test 備 考

試片番号
気乾容積重 含水率 試Ma片rk番号ofB 気乾容積重 含水率Mark of Remark 

log 
γa u logγe u 

0.41 gfcm8 13.9 _% gfcm8 % 
IA 

(0.38~0.45) (13.4~14.5) 

工 B
0.54 13.3 

IB 
0.48 14.5 

(0.50~0.60) (1 2 .4~14.2) (0.45~0.52) (1 4.2~14.8) 

IC 
0.46 14.5 

IC 
0.46 14.7 

(0 .43~0.48) (14.1~14.8) (0.43~0.49) (13.7~15.5) 

IIA-4 0.84 14.9 IIA-4 0.87 14.8 樹脂多し
(0.82~0.86) (12.7~17.0) (0. ??~O. 95) (14.1~15.8) Resinous 

E ( 5 0.69 14.7 
E③ー5

0.70 13.7 
ク(0. 66~0. 72) (14.1~14.9) (0.64~0.81) (13.1~14.2) 

IIB-I0 0.84 13.9 
IIB-I0 

0.86 13.8 
(0.80~0.87) (13.5~14.3) 

IIC-2 0.67 13.5 
IIC-2 

0.66 12.6 
(0.65~0.70) (1 3.2~13.8) (0.60~0.74)! (1 2.2~13.0) 

IID-l 
0.55 13.7 

IID-l 
0.56 1 13.6 やや変色

(0.51~0.59) (13.1 ~13. 9) (0.47~0.60)1 (13.0~14.3) Discolored 

0.82 13.9 0.80 12.5 slight1y 
IIE-l (0. 79~0. 88) (13.6~14.2) 

IIE-l 
(0.75~0.83)1 (12.2~12.8) 

E F 0.49 13.5 
II F-l 0.46 13.6 

l| …叫 (12.9~13.8) (0 .43~0.48) (1 3.0~14.2) 

E G 1.13 16.3 
IIG-l 

1.18 15.0 
1 I (1. ﾔ7:':: 1.20) (l 5.3~17.1) (1.03~1.20) (14.6~15.2) 

in air dry (gfcm3). 

の気乾容積重，平均年輪幅，試験待合水率(国産材およびマンガシノロ〉

annual ring width, and moisture content at test (Domestic woods and Manggasinoro). 

切削抵抗試験 ノ コ歯摩耗試験
Cutting force test Saw tooth blunting test 

気乾容積重 平均年輪l幅 合水率 気乾容積重 平均年輪幅 合水率
γu a澗 u γ島 am u 

0.36 gfcm3 8.0 ロ1m 15.8 % 0.33 gfcm3 6.1 ロ1m 14.4 % 
(0.32-----0.38) (7.2~9.3) (12.5~18.0) (0.28~0.37) (5.0~8.8) (13.0~15.5) 

0.45 2.3 14.7 0.48 2.5 15.9 
(0.39~0.53) (2.0~3.3) (1 3.7~16.8) (0 .40~0.55) (2.0~2.8) (13.2~18.0) 

0.59 1.4 15.3 0.55 1.8 14.6 
(0.51~0.67) (1. 0~ 1. 9) (14.6~15.8) (0 .43~0.63) (1.2~2.2) (14.2~14.9) 

0.79ネ 1.9 20.3 0.80* 2.2 19.3 
CO.71~0.86) (1.4~2.3) (19.3~21.0) (0.67~0.88) (1. 8~2.5) (18.6~19.9) 

0.42 15.7 0.50 14.6 
(0 .40~0.44) (15.0~17.の (0 .43~0.52) (l 3.1~15.6) 

ring (mm). 

gravities at test moisture content. 
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Table 4. 供試丸ノコ

Circular saw for test. 

直 径 アサリの種類 歯 数鋸Ma歯teri材al of 質 T鋸hickne厚ss 
Saw saw tooth Diameter of blade 

Sort of set No. of tooth 

切削抵抗試験用 超硬合金 Hl
mm mm  

パチアサリ
Cutting force test Tungsten carbide 

300 2 Swage set 4 

ノ Bコl歯un摩tin耗E試験用 工具鋼 SK5 300 2 振分けアサリ 4 
g test Tool steel Spring set 

Table 5. 供試丸ノコ歯型

Saw tooth. 

丸ノ コ
歯喉角 歯端角 歯背角 歯高 アサリ幅

アサリのE面逃~Iアサリのf面逃>
角(歯Sid喉e 角(歯Sid背e 研ぎ角

Saw 
Hook Sharpness Clearance Depth of Width clearance clearance Bevel 
angle 担gle angle gul1et of kerf angle on angle on 組gle

face back 

C切ut削ti抵nl抗試験用 l
degree degree degree 立1m ロ1m degree degree degree 

g force test 20 55 15 12 3 3 3 。

~ 2 25 50 15 12 3 3 3 。

ク 3 30 45 15 12 3 3 3 。

ノBコlu歯nt摩in耗E試験用g test 25 45 20 12 0.5* 10 10 。

* アサリの出を示す。 Amount of set is given. 

プ丸ノコを，ノコ歯摩耗試験用には普通丸ノコを用いた。南洋材は一般にノコ歯を鈍摩する傾向が強く，

切削抵抗の測定にノコ歯の摩耗の影響を受けることを防ぐために，抵抗試験には超硬チップ付歯の丸ノコ

を使用したものである。試験にあたっては，チップの歯先を約 50 倍に投影器によって拡大して，摩耗や

欠けの生じていないことを確かめ，試験後も拡大検査したが，ほとんど摩耗は認められなかった。ノコ歯

摩耗試験用には工具鋼の普通丸ノコを用いて，摩耗しやすいようにした。摩耗したノコ歯はふたたびアサ

リ出し，研摩を行ない，最後に油砥石で数回研摩仕上げした。その検査方法は切削抵抗試験の場合と同じ

である。 Table 4 および 5 に試験に用いた丸ノコの材質や諸元を示した。

2.2.2 切削抵抗試験

切削抵抗の測定のために丸ノコ軸にトルクメーターを取りつけ，切削トルクをスリップリングによって

取り出し，歪計によって測定し，また増幅してベン書きオッシログラフによって記録させた (Fig.2)。記

録したトルク値を丸ノコ半径で除して平均切削抵抗を求めた。ノコ速度は 50.4mfsec で一定とし，材の

送り速度を1. 50， 3.00, 4.08, 5.00, 6.25mfmin の 5 段階に変速モーターによって変化させた。送り速

度を変えて切込み深さを変化させたが，ノコ速度をかえるより容易であるからである。ひき板の位置は板

の中心が鋸軸の中心より 85mm の距離であった。切込み深さ tmm は次式で計算した。

f ゾ干2_h2
t= n:Z ・一一宇一一 (mm) 

ここで， f: 送り速度 (mfminJ ， n: ノコ回転数 (rpmJ ， Z: 歯数， γ: 丸ノコ半径 (mmJ ， h: ノコ

中心よりひき幅中心までの距離 (mmJ。計算によって得た切込み深さの範囲は 0.10， 0.20, 0.28, 0.34, 
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Saw 

51;p R:n守

Fig.2 切削抵抗測定方法

Measuring method of C'Utting force. 
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0.42mm であった。 1 回の歩出し量はひき材によって生ずる板の厚きが 3~4mm となるように調整し

た。試験用の板はノコ歯の切削方向が木表から木裏に向くように，すなわち Fig.1 のように木表を上面に

してひいた。ひき材回数は 1 条件につき 3 回とした。使用した電動機の動力は切削用に 3.7KW，送り用

には 0.5KW である。

2.2.3 ノコ歯摩耗試験

ノコ歯先の摩耗に関係する因子は複雑であるが，ノコ歯の摩耗状態を現わす指標として，本試験の目的

から見ても測定も簡便で指示も明確なものが望ましいので，ここでは切削抵抗とアサリの摩耗量を採用し

た。切削抵抗の測定方法は前項と同じである。アサリ摩耗量の測定は Fig.3 に示すようにアサリの切先の

ノコ面からの出をダイヤノレゲージによって測定し，その減少量を求めた。ひき材はひき板の延べ長さで

50m まで行ない，試験項目の測定はひき材長で 0， 5, 10 m ひき材後に，その後は 10m ごとに行なっ

た。切削条件はノコ速度 50.4 m/sec， 送り速度は 3.00m/min とし，試験片の長さが 500mm で，その

ほかは切削抵抗試験と同じである。アサリの出の測定は所定量のひき材を終了後行ない， 4 枚の歯につい

て平均値を求めた。切削抵抗は所定ひき材長終了後の 3 回のひき材について測定した。したがって，実際

のひき材長は少し長いことになる。この際，摩耗用試験片をそのまま用い，他に特別に試験片を用意しな

かった。

ノコ歯の摩耗性のきわめて高い樹種にあっては， 50m までひき材することができず，はなはだしい場

合には 5m で切削不可能になったが，この場合はその点でひき材を中止し， アサリの摩耗量と可能なら

ば切削抵抗を測定した。 D:dl Gdl.'守t

2.2.4 試験結果の表示法 5aw B/dde 

切削抵抗試験については，切削抵抗と切込み深さの関係、を試験

範囲内では直線3) になるとみなして，次の実験式を最小自乗法に

よって求めた。

P=a+bt・ H ・H ・..………...・H・...…….(1 ) 

ここで P: 切削抵抗 (kg] ， t: 切込み深さ (mm] ， a および

b: 定数である。そして a， b によって樹種の切削抵抗の特性を示

しまた得られた実験式から一定条件について，ここでは歯喉角

250，切込み深さ 0.2mm について計算値を求めて比較した。

ノコ歯摩耗試験については，ひき材長と切削抵抗の増加とアサ

Fig.3 アサリの出の測定方法

Measuring method of wear 

of side point. 
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リの切先の摩耗量の増加状況から判断するのであるが， まず 5， 20, 50m ひき材後の切削抵抗の最初の

切削抵抗に対する比と，アサリの摩耗量とを表示した。 5m をとったのは摩耗性のきわめて高い樹種を考

慮し，また 20m は後に述べるように 50m をひき材しない場合を考えて表示した。

E 試験結果および考察

3.1 切削抵抗試験

各樹種の切削抵抗試験の結果は Fig. 4~19 に示すようである。各樹積ともに本試験の範囲内では，切

削抵抗と切込み深さとの関係、は大体直線となった。直線は原点を通らず，切込み深さ O で正の値を示した

が，マンガシノロの歯喉角 30。の場合は負になった。歯喉角については各樹種とも 200 の場合が最も高

く，ついで・ 25 0 ， 30。の I1債に切削抵抗は低くなる傾向を示し，一般的に切削抵抗の高い容積重の大なる樹

種の方が歯喉角による差が大であった。しかし，
K事

λ2 

Hoθk. dn.宇le
__  20' 

・・ .x--- 25' 

'-0・- 30' 
OJ 
U 

主 α8

。
。 0.2 0.3 

Btfe per footh 

Fig.4 切削抵抗と切込み深さとの関係
(レッド メランチ IA)

Re!ation between cutting force and bite 
per tooth (Red meranti 1 A). 

αl α4 mm 

且守

1.6 
Hook an守íe

-'・- 20' 
...x-・ 25'

'-0-' 3 O' 

/.2 

00 0.1 0.2 0.3 0.4 mm 

B凬e per toofh 

Fig. 5 切削抵抗と切込み深さとの関係
(レッド メヲ γチ IB)

Re!ation between cutting force and bite 
per tooth (Red meranti 1 B). 

コキー クサイのみは例外で，歯喉角が 30 0 のと

きが最も切削抵抗が高くなったが，この理由は不

明である。他の樹種でも歯喉角の影響は一様では

なく，コムニヤンのように各歯喉角についての差

が著しいものや，ロン リアンのように切削抵抗

値は高いけれども，歯喉角の差が少ないものなど

あって，樹種によって傾向が異なるようであっ

た。

以上の実験から得た実験式 P=a+bt の定数

a, b を Tab!e 6 に示す。一般に切削抵抗の大な

る樹種ほど直線の傾斜が強くなり ， b によって切

削抵抗の大小をほぼ推定することができるつ a に

ついても切削抵抗が高い樹種ほど大きくなるよう

K守

1.2 

w
o
f
o
 

d
 

d

』
引
←

仏
川
-
一

、J

v 

。o 0.1 0.2 0.3 0.4 

B;te per toofh 

Fig.6 切削抵抗と切込み深さとの関係
(レッド メランチ IC)

Re!ation between cutting force and bite 
per tooth (Red meranti 1 C). 
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間 種 歯喉角
8pecies Hook 

angle 
200 

Red meranti (I A) 0.32 

イシ (I B) 0.26 

今 (I C) 0.37 

Chhoeuteal bangkuoi 0.28 
(IIA) 

Chhoeutea1 sar (II() 0.42 

Komnhan (IIB) 0.36 

Phdiek (IIC) 0.44 

Ro yong (IID) 0.44 

Koki khsach (IIE) 0.40 

8ro1 kraham (II F) 0.37 

Rong 1eang (IIG) 0.33 

8ugi 0.09 

Akamatsu 0.34 

乱tl.izunara 0.27 

Isunoki 0.55 

Manggasinoro 0.13 

林業試験場研究報告第 200 号

Table 6. a と b の値

Value of a and b. 

a b 

，シ ペク
歯喉角

ク
Hook 

250 30。 a2n0g。le 250 

0.28 0.27 

21512m 
0.25 0.30 2.78 i 2.33 

0.36 0.32 2.15 1.58 

0.39 0.36 5.06 4.20 

0.26 0.31 3.03 3.20 

0.32 0.29 5.95 4.82 

0.24 0.27 3.08 2.93 

0.30 0.28 2.66 2.39 

0.47 0.60 4.97 4.22 

0.33 0.26 2.11 1.89 

0.58 0.50 8.19 6.57 

0.03 0.08 1. 75 1.83 

0.13 0.04 2.00 2.56 

0.28 0.31 2.95 2.51 

0.15 0.10 4.21 4.01 

0.09 -0.04 2.53 2.49 

* 歯喉角 25 0，切込み深さ 0.2mm のときの切削抵抗計算値。

切比較削抵値抗* 

ク
Cutting 
force for 
compar. 30。

Ison 

1.89 0.68 

2.07 0.72 

1.45 0.67 

3.60 1.22 

2.91 0.90 

3.97 1.29 

2.37 0.82 

2.37 0.78 

5.47 1.31 

2.04 0.71 

6.63 1.89 

1.57 0.39 

2.43 0.64 

2.43 0.78 

3.95 0.95 

2.50 0.58 

Cutting force calculated at hook angle of 250 and bite of tooth of 0.2 mm. 

であるが，パラツキが多く b の場合ほど切削抵抗との比例性は明りょうではなかった。

3.2 ノコ歯摩耗試験

切の程削抵度抗
Grade of 
cutting 
force 

中庸
Medium 

ク

イシ

非Ve常ryにh高ighい
高い

H非Vei常grhv にh高iQいry high 
高い

H中i庸gh 
Medium 

V非中e庸常ryにh高ighい
Medium 
非常に高い
Very high 
低い
Low 
中庸
Medium 

イシ

高い

H中i庸gh 
Medium 

ノコ歯摩耗試験におけるひき材量と切削抵抗，およびアサリの切先の摩耗量との関係、は Fig. 20~34 の

ようであった。切削抵抗，アサリの摩耗量ともに大体その増加率はひき材初期が最大で，その後しだし、に

減少するが，その状態は樹種によって差があるようである。切削抵抗ではひき材長が増しでも低くなって

いる場合があり，特にイスノキでは著しいが，これは材質の偏差が影響しているのではないかと想像され

る。コムニヤ九コキー クサイ，ロン リアンではノコ歯の摩耗が著しく，ひき曲りやノコの停止など

を生じて 50m までひき材できず，途中で試験を中止しなければならなかった。チュテール サーノレ，プ

ジックなどはアサリの摩耗量が非常に大きくなっても 50m までひき材することがで、きた。これは，これ

らの樹種の切削抵抗値が低いためにノコ身の座屈，ベルトのスリップなどを生ずることなく切削できるた

めと思われ，本試験の場合，切削抵抗が 3 kg 以上になるとひき材が不可能になるようであったc マンガ

シノ戸の場合も切削はまだ可能であったが，ひき板の厚さの不ぞろし、やひき面の著しい悪化によって中止

した。したがって，アサリの摩耗量が同じでも，切削抵抗の高い樹種，すなわち一般的には容積重の大き
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Table 7. ノコ歯摩耗試験における切削抵抗増加度とアサリの摩耗量

Increase of cutting force and w伺r of side point in blunting test. 

切削抵抗増加度 アサリのsid摩e 耗量 挽材長
格1 種

Increase of cutting force Wear of side point 
Total 

Species 
olf enbgotah rd 5m 20m 50m 5m 20m 50m 

_1_mm  
100 

_1_mm  
100 一!_mm100 

m 

Red meranti (r A) 

今 (r B) 1.17 1.06 1.24 0.3 。 0.3 50 

。 (工 C) 0.98 1.05 1.55 0.5 。 0.8 ク

Chhoeuteal bangK1(10E 1 
A) 1.30 1.49 1.82 3.3 9.3 13.0 ク

Chhoeutea! sar (1I(> 1.21 1.50 2.69 5.5 13.8 25.0 4シ

Komnhan (lIB) 1.90 13.0 5 

Phdiek (lIC) 0.96 1.17 1.69 8.8 18.5 28.0 50 

Ro yong (lID) 1.06 1.08 1.13 1.5 2.3 3.0 。

Koki khsach (lIE) 2.56 12.3 5 

Srol kr油am (lIF) 1.21 1.42 1.48 1.0 2.5 3.3 50 

Rong leang (lIG) 1.13 
1.28 

6.8 
10.5 

15 (15m) (15m) 

Sugi 1.42 1.23 1.43 1.5 2.0 3.3 50 

Akamatsu 1.00 1.00 1.08 0.3 1.0 2.0 。

Mizunara 1.19 1.47 2.11 。 0.5 1.3 。

Isunoki 1.19 1.06 1.19 。 0.3 1.0 。

恥1:anggasinoro 1.16 2.37 11.5 
16.5 

10 (10m) (10m) 

い様}種の方がひき材が困難になるといえる。

ノコ歯性
摩耗

Grade of 
blunting 
property 

低い
Low 

ク

高田非VeL常gzhy にM高gいh 

今

イシ

低い
Low 

非V低e常いry にh高ighい
Low 

非V低e常いry にh高igいh 

Low 

今

φ 

そ少

非Ve常ryにh高ighい

この試験結果から，切削抵抗の最初の切削抵抗との比とアサリの切先の摩耗量との 5， 20， 50m ひき材

後の値を Tab!e 7 に示す。切削抵抗比とアサリ摩耗量とはともにひき材長につれて増加するが，切削抵

抗比とア十リ摩耗量との関係は必ずしも比例的ではない。プジックはアサリ摩耗量はチュテール サーノレ

と同じように大であるが，切削抵抗比は小さい。ミズナラのアサリ摩耗量はスギ，アカマツより小である

がs 切削抵抗比は高くなっている。摩耗はアサリの切先ばかりでなくノコ歯先正面も摩耗するから，これ

が切削抵抗に影響することも考えられるが，切削抵抗の絶対値の大きさや材質の偏差などに影響されるの

ではないかと想像される。その点ではアサリの摩耗量の方が安定した値のようである。

3.3 樹種聞の比較

切削抵抗は比重とほぼ比例的な関係になるといわれる引が， b と気乾容積重との関係を Fig. 35 に示

す。各歯喉角とも容積重が増すと b も大になるが，増加率は容積重とともに増大する傾向がある。同じ容

積重では歯喉角 200 が最も大きく 25 0 ， 30 0 の順に小さくなるが，コキー クサイのように 30 0 が最大

になるような例外もある。 a について気乾容積重との関係を求めると Fig.36 のようになる。この場合は

バラツキが大で， b の場合のように明りょうでないが，ごく概略的には容積重が大になると a も増加する
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傾向といえる。また歯喉角の差は明りょう
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ではない。

以上のように，切削抵抗を示す指標とし

a の影ては b の方が明りょうではあるが，
6 

響も考慮にいれて， (1) 式から歯喉角 250，
b 

4 切込み深さ 0.2mm について切削抵抗を計

歯喉角 250 ，算して Table 6 に示した。

2 切込深さ 0.2mm をえらんだのは，実験条

/.0 '1/._' "Icm 
0.6 

r� 
Fig. 35 b と気乾容積重 h との関係
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きさを考慮して切削抵抗が低い，中庸，高

い，非常に高いの 4 段階に分類してみた。

その基準は，切削抵抗が低い， 0~O.5 kg, 
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も低く，切削抵抗は中庸である。チュテー

サーノレ，プジックはイスノキ程度で，ノレ

コムニヤ γ，コキパンコイ，チュテール

クサイは非常に切削抵抗の高い部類で

リアンはとび放けて高いが，これはその気乾容積重が 1 以上という特異な材質によるあるが，特にロ γ

のであろう。

アサリ摩耗量を基準にして Table 7 に示すように

分類を試みた。アサリ摩耗量も切削条件によって影響されるもので，この分類も摩耗性が国産材よりは一

般に著しい南洋材を対象としたもので，相対的なものである。この分類で，

ノコ歯摩耗性についても切削抵抗と同様に考えて，

ノコ歯摩耗性の低いとは，

50m 挽材後 0~0.05mm まで，中庸は O.05mm をこえ 0.10mm まで，高いものは 0.10mm をこえ

て 0.20mm まで，非常に高いものは 0.20mm をこえるものおよび 50m までひき材できないものと

した。
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樹種別にみると，レッド メランチ IB ， IC はアサリ摩耗性は非常に低かった。レッド メランチ IA

については材料が不足して実験しなかったが， IB , IC と同じく低いものと想像される。カ γボジア産材

では，針葉樹材のスローノレクラハムとロヨンを除いては国産材に比較してノコ歯摩耗性は高く，チュテ

ーノレパンコイがやや少ないが，チュテールサーノレ，コムニヤン，プジック，コキークサイ，ロン リ

アンなどいずれもマンガシノロ程度の非常に摩耗性の強い樹種であった。また，比較実験でとりあげた国

産材については，広葉樹のミズナラ，イスノキの方が針葉樹のスギ，アカマツよりノコ歯摩耗性が少ない

結果になったが，これはノコ歯摩耗性が切削抵抗とは別の要素が影響しているためと考えられる。すなわ

ち，ノコ歯摩耗性は比重などのほか，特に南洋材などではシリカなどの成分の量や分布に影響されるもの

と考えられる日。 Table 7 の分類で摩耗性の高い樹積，非常に高い樹種はひき材の場合には普通帯ノコで

はひき材不可能と思われ，ステライト溶着などの特殊加工した帯ノコが必要と思われる。

ノコ歯摩耗試験ではひき材長 50m まで切削したが，摩耗量を比較する場合には 20m ひき材後の値で

も同じような樹種聞の比較値が得られるようで， 50m ひき材できない樹種は 15m 程度でひき材不能にな

っており，南洋材のように摩耗性が一般に高い樹種では，ひき材長を 20m としても比較するには十分の

ようで，その方が材料，時間の点からも有利である。

N 摘要

サラワク産材レッド メランチおよびカンボジア産材 8樹種について，丸ノコによる被削性試験を行

なった。試験項目は主切削抵抗とノコ歯摩耗性をとりあげた。切削抵抗はノコ軸に取り付けたトルクメー

ターにより測定し，ノコ歯摩耗性はひき材にともなう切削抵抗の変化とアサリの切先の摩耗量によって求

めた。また，比較のために国産材4 種およびマンガシノロについて同様の試験を行なった。その結果はつ

ぎのようであった。

(1) 切削抵抗は各樹種ともに切込み深さに対して直線的に増大した。歯喉角の影響は， 200 のとき切

削抵抗が最大で， 25 0 , 30 0 と増すにつれて低くなる傾向を示した。しかし，コキー クサイだけは 300

が最大値となった。

(2) 切削抵抗は一般に容積重が大になるほど高くなり，ロン リアンがきわだって高く，コキー グ

サイ，チュテーノレ パンコイは非常に高く，ついでチュテール サール，プジックなどがイスノキ程度の

部類である。ロ ョ γ，スローノレ クラハム，サラワク産のレッド メラシチは中庸である。

(3) ノコ歯摩耗性はチュテール サーノレ，コムニヤン，プジック，コキー クサイ，ロン リアンな

どは非常に高く，マ γガシノロ程度である。チュテーノレ パンコイはこれらについでト高い。ロ ヨン，ス

ローノレ クラハム，サラワク産レッド メランチなどはノコ歯摩耗性は比較的低くて，国産材のスギ，ア

カマツ程度である。

(4) ノコ歯摩耗性は切削抵抗の場合のように容積重と直接的な比例関係はないようで，マンガシノロ

のように切削抵抗が低くても摩耗性のきわめて高い樹種もあり，ノコ歯摩耗性はシリカのような成分の影

響が大きいものと考えられる。
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Properties of Tropical W oods. 6. 

Sawing properties of tropical w帥也 by circular saw. 1. 

Sawing properties of Red meranti wood grown in Sarawak and 

Cambodian woods by circular 自aw.

Tsuneo AOYAMA 

(R駸um�) 

Sawing properties of Red meranti grown in Sarawak and Cambodia were studied and 

the 自ndings are given in this report. The experiment contained two sorts of tests, namely, 
cutting force test and saw tooth blunting test by means of circu1ar sawing. Cutting force 

was measured by torque-meter on the spindle of saw (Fig.2). In the blunting test cutting 

force and decrease of amount of set were measured at definite intervals of sawing (Fig. 

3). Species tested and their properties are shown in Tables 2 and 3. Tungsten carbide 

tipped saws were used for cutting force test, and normal steel saws for blunting test (Tables 
4 and 5). The cutting speed was 50.4 m/s, and feed speeds were 1. 50, 3.00, 4.08, 5.00 and 

6.25 m/min for cutting force test and 3.00 m/min for blunting test. 

Figs. 4~ 19 show the results of cutting force test. The cutting force P [kg) increased 

linearly with bite per tooth t [mm) in each species. The empirical formu1a is as follows: 

P=a+bt 

a and b in this equation are indicated in Table 6. They increased as specific gravity 

of species became heavier (Figs. 35 and 36). 

The cutting force and wear of side point in course of sawing are shown in Figs. 20~ 

34. The resu1t varied extensively with test species, and in some woods sawing cou1d not 

be continued due to very rapid du11ing of saw tooth. The ratio of 四tting force to initial 

one and wear of side point after sawing of 5, 20, and 50 m length are indicated in Table 7. 

Saw tooth blunting property did not have a proportional relation to speci宣c gravity as 

cutting force, and seemed to be infiuenced by such component in wood as silica. 


